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前
払
設
工
場
委
員
舎
k
企
業

第
四
十
二
巻
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一O
四
四

第
六
時
現

居時

究

制
私
設
工
場
委
員
曾

企

業

、r
、-

大

塚

朗

序

言

私
設
工
場
委
員
舎
は
、
工
業
的
企
業
に
於
い
て
、
そ
れ
の
傍
資
関
係
を
調
繋
す
る
伐
の
手
段
と
し
て
設
置
せ
ら
れ
る
施
設
で
あ
る
。
以
下
に
於

い
て
は
、
此
の
施
設
が

εれ
を
設
置
す
る
企
業
の
資
本
家
的
利
盆
に
射
し
て
輿
へ
る
所
の
影
響
の
何
た
る
か
に
就
い
で
、
考
察
し
ゃ
う
ー
と
思
ふ
の

で
め
る
が
、
ぞ
れ
に
は
-
一
様
の
方
法
が
可
抗
で
め
る
。

一
は
、
寅
際
に
工
業
界
に
行
は
れ
て
ゐ
る
私
設
工
場
委
員
舎
の
筒
々
一

ω賓
例
に
就
い
て
、
康
〈
号
れ
の
事
貰
的
影
響
を
税
務
し
て
、
其
の
結
呆

を
綜
A

令
し
て
蹄
納
的
に
一
定
の
結
論
に
達
す
る
も
の
で
あ

b
、
他
は
一
般
に
行
は
れ
て
ゐ
る
花
設
工
場
委
員
一
舎
の
構
造
様
式
の
混
有
崎
町
を
基
礎
に

し
て
そ
れ
と
此
の
施
設
の
環
境
的
事
情
と
の
間

ω
一
般
的
関
係
に
就
い
て
演
続
的
考
察
を
行
ふ
も
の
で
あ
る
。

理
論
的
に
は
、
前
者
の
方
法
が
一
一
層
よ
〈
現
貨
の
事
態
に
印
隠
せ
る
認
識
を
輿
へ
得
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
た
だ
実
際
に
於
い
て
は
箇
々
の
私

設
工
場
委
員
舎
を
繰
る
環
境
の
上

ω具
慌
的
事
怖
が
彼
此
全
〈
同
じ
き
も
の
で
な
い
符
に
、
箇
々
の
施
設
の
具
徳
的
影
響
か
ら
右

ω偏
差
に
悶
る

所
の
も
の
を
除
去
し
て
其
の
問
の
均
衡
関
係
を
凡
究
め
、
こ
れ
に
よ
う
で
王
確
な
る
一
般
的
影
響
を
貰
設
す
る
こ
と
は
殆
ん
ど
不
可
能
マ
ゐ
品
。

故
に
、
こ
〉
で
は
、
主
と
し
て
前
蓮

ω如
き
演
粧
的
方
法
に
擦
り
、
併
せ
て
賃
際
的
経
験
を
参
照
し
た
る
剣
断
を
行
ひ
た
い
と
思
ム
。

い
ふ
ま
で
も
な
く
、
忍
設
工
場
委
員
舎
が
企
業
の
資
本
家
的
利
盆
の
上
に
庄
じ
来
た
る
殻
果
の
全
貌
を
明
か
に
す
る
が
然
に
は
、
積
械
的
影
響
，

k
消
続
的
影
響
と
の
雨
方
面
か
ら
、
こ
れ
を
検
討
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
は
姑
〈
、
其
の
沿
純
的
影
響
の
方
面
の
一
ζ

と

本誌、 42巻、 3獄、拙稿、私設工場委員舎の構詰ti除哉、参照。



を
措
い
て
、
専
ら
そ
れ
の
積
放
的
影
響
の
方
面
-U
こ
と
に
限
り
て
、
こ
れ
を
取
扱
ふ
こ
と
に
し
た
い
。

一
、
積
極
的
影
響
の
意
義

企
業
の
資
本
家
的
利
躍
に
劃
し
て
典
へ
ら
れ
る
成
る
作
用
的
契
機
の
積
極
的
影
響
と
は
、
主
、
の
企
業
の
資
本
的

牧
益
力
に
劃
し
て
、

こ
れ
が
持
頑
、
強
化
佐
助
成
す
る
方
向
に
、

共
の
作
用
的
契
機
か
ら
の
力
炉
加
は
る
こ
と
を

意
味
す
る
。

私
設
工
場
委
員
八
刊
の
施
設
が
、

こ
れ
'
炉
弘
一
同
置
す
る
筒
。
の
企
業
の
上
の
資
本
家
的
利
徒
に
謝
し
て
債
極
的
影
響

ナ
l
t
♂

ノ

片

R

こ
'
J
J
若
手
4

一
也
し
お
可
ハ
リ
一
E
r
比
ー
キ
九
ム
リ
民
主
“
、

品、

r↑
l
ス
ゾ
ナ

J
・ま
4
4
t
p由
来
品
川
ト

k
t
t
rノ
b
与
、
て
司
、
ノ
〕
コ

ノ
A
J
h
H司J
H

l

h

J

バ
U
J
d
'
a

し
か
し
、

こ
れ
を
謀
本
的
明
日
に
分
類
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
次
の
三
明
日
に
要
約
せ
ら
れ
る
。

即
ち
(
一
)
捗

働
能
率
の
桝
進
、

(
二
)
労
働
移
動
率
の
減
少
、

(
一
二
)
勢
資
問
衝
突
の
危
険
の
緩
和
乃
主
防
止
ア
あ
る
。

=
、
持
働
能
寧
の
増
準

F

」
〉
に
勢
働
能
市
平
の
層
進
と
い
ふ
こ
と
の
意
味
は
、
各
筒

ω
労
働
者
が
単
位
従
業
時
間
常
h
に
産
出
す
る
帥
労
働
庄
果

ω款
の
増
加
す
る
こ
と
で

あ
る
。
即
ち
、
各
簡
の
労
働
者
の
勢
働
成
果

(
E
Eケ
命
令
室
主
の
一
量
的
帯
大
で
あ
る
。
放
に
、
抽
労
働
能
車
中
又
は
単
に
能
楽
(
阿
部
の

W
Z可
)
以
其
の
賓

質
的
意
味
か
ら
同
止
れ
ば
、
労
働
者
の
売
果
性
(
目
指
z
t
H
A
r
m
-
[
己
主
〉
ユ
三
円
冊
子
)
、
或
は
軸
労
働
者

ω
生
産
性
(
で
E
宣
伝
乱
-
E
ι
a
k戸
F
E
E
a
)
と
い

は
れ
る
方
が
一
層
正
し
〈
其
心
意
味
を
表
現
す
る
。

そ
こ
で
、
此
ゆ
際
先
づ
吾
々
は
、
右
の
刻
、
き
意
味

ω能
市
の
増
進
を
一
般
に
悲
起
す
る
所
の
一
原
因
的
要
素

ω何
た
る
か
に
就
い
て
考
へ
な
げ
れ

ば
な
ら
ね
。
こ
れ
は
、
忍
設
工
場
委
員
曾

ω施
設
が
能
率
に
封
し
で
輿
へ
る
所
の
影
響
を
明
か
に
す
る
匁
に
必
要
な
前
提
的
麗
置
で
あ
る
。

私
設
工
場
委
員
舎
と
企
業

第
四
十
二
巻

一O
凶
五

第
六
披
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私
設
工
場
委
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と
企
業

第
凶
十
二
巻

一O
四
六

第
六
時
制

A 
四

軸
労
働
龍
寧
増
進

ω概
念
に
就
い
て
は
、
腕
に
早

t
、
ェ
ル
マ
ン
ス
キ
ー
に
よ
っ
て
厳
格
な
る
分
析
的
考
察
が
試
み
ら
れ
た
町
、
比
の
概
念
の
質

際
的
慣
用
上
で
は
、

A
ー
も
な
ほ
、
英
の
意
味
が
甚
だ
陵
昧
に
な
っ
て
ゐ
る
。
此
の
こ
と
は
、
此
の
概
念
の
封
象
を
な
せ
る
事
態
の
構
造
を
分
明
な

ら
し
め
昌
矯
に
大
な
る
障
碍
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

軸
労
働
能
率
の
増
減
は
、
直
接
に
は
、
二
種
の
互
に
全
く
其
の
本
質
を
異
に
せ
る
要
素
に
よ
っ
て
制
約
せ
ら
れ
る
も

ω
で
め
る
二
方
の
要
素
は
、

軸
労
働
利
用
過
程
の
質
的
構
造
で
あ
り
、
他
方
の
要
素
は
、
各
筒
の
勢
働
者
に
於
げ
る
労
働
力
支
出
の
量
的
強
度
で
あ
ム
。
今
、
前
者
の
事
素
に
依

存
す
る
帥
労
働
の
性
質
を
帥
労
働
生
産
力

(EaEr--〈
Z
P出
品
比
旨
rER)
と
稗
し
、
後
者
の
要
素
に
依
存
す
る
抽
労
働
の
性
質
は
、
右
に
劃
し
て
、
こ
れ

を
勢
働
強
度
乞
ロ
円
。
『
V
M
M
E
T
E
K
C
一Em)
と
稽
す
。
労
働
生
産
性
、
印
ち
峠
労
働
能
率
の
概
念
の
内
容
的
構
造
に
就
い
て
は
、
寅
際
に
は
今
で
も
な

ほ
議
論
が
定
士
つ
で
ゐ
な
い
げ
れ
ど
も
、
ご
れ
守
、
以
上
の
加
〈
民
、
持
働
坐
産
力

t
州
労
働
孤
皮
と
の
一
一
契
機
の
綜
合
的
統
一
憾
と
凡
品
ヨ
ツ
フ

z

↓ーもわ

-w門
口

尻

町

w

叶
F

甲南勺
J

n

J

円
L

四
仲
主
、
止
い
ゾ
M
W
叫
ー
す
る
観
&
ヨ
当
事
内
羽
子
校
乃
者

2
E
E
了
、
毘
児
せ
し
由
る

k
こ
た

Z
，O
軍
主

th品
川
、
る

も
の
で
あ
る
と
思
ム
。

右
に
よ
っ
て
明
か
な
る
如
〈
、
勢
働
能
率
、
印
ち
勢
働
生
産
性
の
増
遣
が
惹
起
せ
ら
れ
る
経
路
は
、
従
っ
て
叉

二
つ
の
相
異
れ
る
方
向
に
分
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

一
方
の
経
路
は
、
崎
労
働
力
の
利
用
過
程
の
質
的
構
造
が
改
善
せ
ら
れ
て
、

共
の
結
果
と
し
て
、
陸
位
持
働
カ
の

有
数
粧
の
増
大
が
膏
ら
さ
れ
る
方
向
ぞ
指
し
て
進
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、

こ
れ
は
即
ち
、
勢
働
生
産
力
(
セ
『

D
E
F

巴
〈
一
向
円
白
骨
己
円
円
〉
『
寸
h
r
)

の
増
進
に
外
な
ら
な
い
。
具
瞳
的
に
は
、
勢
働
生
産
力
の
増
進
は
、
作
業
組
織
の
機
械
的

化
、
機
械
の
眠
用
、
勢
働
の
場
所
の
合
理
的
組
織
、
勢
働
の
過
程
に
於
け
る
勢
働
者
身
鯉
運
動
の
合
理
化
、
勢
働

者
の
趨
能
本
位
的
建
弾
等
の
諸
契
機
に
基
因
し
て
起
こ
る
。

勢
働
能
率
・
の
増
進
一
か
惹
起
せ
ら
れ
る
他
方
の
経
路
は
各
箇
の
州
労
働
者
炉
支
出
す
る
皐
位
時
間
蛍
だ
り
の
勢
働
精

力
の
量
的
増
加
の
方
向
を
指
す
も
の
で
、

こ
れ
は
卸
ち
、
勢
働
強
度

(
H
E
E山
一
塁
斥
「
〉
号
町
一
円
)
の
増
進
に
外
な
ら

der 
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守
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?
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j蓮
華
襲

ぬ
。
而
し
て
勢
働
強
度
の
増
準
は
、

一
方
に
於
い
て
は
、
各
箇
の
勢
働
者
が
潜
在
的
に
保
有
す
る
勢
働
力
を
強
大

な
ら
し
め
る
こ
と
に
基
因
す
る
け
れ

E
も
、
賃
際
上
こ
れ
に
就
い
て
更
に
一
層
重
要
な
意
味
ぞ
持
つ
の
は
、
何
等

か
の
手
段
に
よ
っ
て
各
箇
の
努
働
者
に
刺
戟
を
奥
へ
て
、
其
の
勢
働
意
欲
を
一
一
暦
旺
盛
な
ら
し
め
る
乙
と
で
あ
る
。

私
設
工
場
委
員
舎
が
勢
働
能
率
、
却
ち
労
働
生
産
性
に
劃
し
て
奥
へ
る
影
響
は
、
此
の
施
設
が
、
叫
労
働
能
率
の

増
進
の
起
こ
る
前
漣
の
如
き
二
つ
の
経
路
の
上
に
て
現
は
す
作
用
を
見
て
、
こ
れ
を
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

(
一
)
私
設
工
場
委
員
舎
と
勢
働
生
産
力
の
増
準
。

州
労
働
能
本
、
帥
も
勢
働
生
産
性
の
一
契
機
わ
ん
る
州
労
働
生
産

-
}
「
-
-
l
L
i
p
-
'
!
l
l
'

丈
応
可
峰
雄
を
粛
す
終
ぷ
且
一
結
前
方
法
は
、

1県

l般:

f5 
3¥ 

於

S
K
5
3
巳
U

訪
日
夕
一
ム

T
ノ
主
『
按
〉
凶
戸
川
一
則

恥
但
生

E
i
J引
企
口
宇
古
'
か
則

ν
o
J性
十
千
九

U
コ
長
州
各

管
理
者
、
及
び
時
と
し
て
は
叉
専
門
の
能
率
技
師
(
何
虫
色

2
4
]山
同
官
『
門
)
と
栴
せ
ら
れ
る
職
員
が
常
に
熱
心
に
こ

れ
を
研
究
し
て
ゐ
る
。
然
れ
ど
も
、
此
の
問
題
の
研
究
捨
営
者
乃
至
は
共
の
研
究
を
資
盆
す
る
智
識
の
供
給
源
た

り
得
ベ
き
る
の
は
、
濁
り
前
越
の
階
級
の
職
能
群
の
み
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
に
就
い
て
は
、

一
見
に
文
、
従
業
勢
働
者
の
階
級
が
重
要
な
意
義
を
有
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。

但

r、
従
業
勢
働
者
が
勢
働
生
産
力
の
改
善
の
魚
の
研
究
上
に
貢
献
し
梓
べ
き
能
力
は
、
通
常
の
工
場
組
織
に

於
い
て
は
、
単
な
る
潜
在
的
可
能
の
肢
態
に
置
か
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
こ
れ
を
現
貰
的
可
能
に
襲
へ
る
に
は
、
こ
れ

に
劃
し
て
、
若
干
の
特
別
な
前
提
傑
件
が
必
要
で
あ
る
。

共
の
前
提
健
件
の
一
つ
は
、
従
業
持
働
者
が
自
由
且
つ
安
慰
な
る
気
持
で
、
持
働
生
産
力
の
増
準
の
原
因
に
闘

し
て
自
己
の
持
つ
貫
際
的
艇
験
及
び
智
識
を
ぱ
、
腹
臓
な
く
蛭
管
主
脂
者
又
は
共
の
代
珂
者
、
乃
至
は
監
督
者
に

私
設
工
場
委
員
舎
と
企
業

第
四
十
二
巻

一O
四
七

第
大
競

A 
五
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六

向
っ
て
殺
表
し
符
べ
き
制
度
的
機
合
同
を
造
り
、
且
つ
こ
れ
を
聴
取
す
る
側
に
於
い
て
は
、
従
業
都
働
者
よ
り
提
供

す
ら
れ
る
忠
言
乃
査
は
示
唆
を
積
極
的
に
歓
迎
す
る
態
皮
を
持
つ
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
而
し
て
、
他
の
一
方
の

前
提
傍
件
は
、
前
者
よ
り
も
一
層
重
要
な
意
義
を
有
す
る
も
の
で
、
そ
れ
は
、
勢
働
生
産
力
の
増
匙
が
た
げ
ん
古
都
ら

費
本
の
一
方
的
利
益
に
資
す
る
の
み
に
止
ま
る
結
果
と
な
る
も
の
に
非
る
こ
と
の
鰹
替
経
済
的
闘
聯
に
就
い
て
、

従
業
勢
働
者
側
に
充
分
の
理
解
を
奥
~
る
こ
と
冶
、
な
ら
び
に
、
将
管
主
脳
部
が
右
の
経
緯
麗
悼
的
闘
聯
に
従
つ

て
、
妙
働
生
産
カ
地
法
の
結
果
た
る
利
u
M
'
T
ば
従
業
持
働
米
側
に
向
つ
で
も
同
時
に
均
前
せ
し
め
る
潟
に
誠
認
を

一
一
般
に
従
業
勢
働
者
側
に
仏
相
必
一
念
を
懐
か
し
め
る
こ
と
で
あ

3
c

似
て
努
力
す
る
こ
正
に
就
い
て
、

私
設
工
場
委
員
舎
は
、
そ
れ
の
設
置
せ
ら
れ
る
工
企
業
に
で
、
従
業
勢
働
者
の
問
よ
り
選
出
さ
れ
る
代
表
者
が

経
替
主
脳
部
側
の
代
表
者
と
同
，
加
し
て
、
こ
れ
に
劃
し
て
作
業
方
法
や
作
業
設
備
や
に
闘
す
る
従
業
勢
働
者
側
の

希
望
乃
至
意
見
を
公
然
と
陳
述
し
、
且
つ
叉
賃
銀
や
、
労
働
時
聞
や
、
化
べ
の
他
凡
そ
従
業
持
働
者
側
の
利
常
一
向
に
直

接
に
闘
係
す
る
所
の
粧
管
主
脳
部
側
の
底
置
、
な
ら
び
に
経
緯
艇
梼
的
事
情
に
就
い
て
、
両
方
の
側
の
出
席
者
の

聞
に
於
い
て
、
質
問
、
臨
答
の
行
は
れ
梓
べ
き
機
舎
を
興
へ
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
、
此
の
地
設
が
、
勢
働
生
産

力
の
増
進
の
方
法
に
就
い
て
の
研
究
上
に
従
業
勢
働
者
側
の
貢
献
タ
確
保
す
る
翁
に
必
要
な
る
前
述
の
前
提
僚
件

を
充
足
す
る
作
用
を
な
し
得
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
左
は
、
理
論
的
に
疑
を
容
れ
ぬ
所
で
あ
る
。
勿
論
、
箇
々
の
賞

際
的
私
設
工
場
委
員
舎
に
於
け
る
右
の
理
論
的
効
果
の
寅
現
の
程
度
の
知
何
は
、
共
の
施
設
の
組
織
の
貰
質
と
、

な
ら
び
に
其
の
職
能
賞
行
の
上
の
閥
係
者
殊
に
経
傍
主
脳
部
側
の
態
度
の
公
明
性
、
誠
貫
性
と
に
依
存
す
る
所
が

5) NatinJlal lndustrial Conft> n~nce ~oardJ I:>pe了ieT)ÇI~ 羽 ith ¥Vorl、sCOUDcils in 
the United States， 19221 pp. 6]-64・



少
く
な
い
。

e

米
聞
に
於
け
る
私
設
工
場
委
員
舎
の
賞
際
的
経
験
に
就
い
て
行
ば
れ
た
調
査
に
よ
れ
ば
、
右
の
閲
係
に
於
い
て

此
の
一
施
設
が
貴
重
な
る
殻
果
を
奉
げ
た
る
寛
例
は
、
枚
墨
画
に
逗
無
き
程
に
多
数
に
指
摘
ぜ
ら
れ
て
ゐ
ム
。
五
日
闘
に

て
色
、
共
の
名
栴
の
上
か
ら
は
と
も
か
く
も
、
共
の
賞
質
に
於
い
て
は
、

一
種
の
私
設
工
場
委
員
舎
に
る
施
設
に

於
い
て
、
此
の
問
題
に
就
い
て
顕
著
な
る
致
果
の
翠
げ
ら
れ
た
る
例
の
め
る
の
を
、
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

抑
弘
、
従
業
捗
働
者
側
よ
り
生
産
及
び
枇
労
働
組
織
の
質
的
改
善
に
就
い
て
提
供
せ
ら
れ
る
所
の
示
唆
乃
査
は
忠

一
置
は
、
極
め
て
庚
〈
種
々
な
る
方
面
に
蝿
係
し
て

b
る
け
れ
ど
も
、
思
十
泡
こ
れ
ほ
従
業
持
働
者
が
共
の
日
常
的
劫

滞
の
泊
料
に
で
機
科
r
d
T叫
作
業
的
臨
織
と
よ
れ
ド
部
げ
る
貨
除
酌
宥
-
仰
で
い
ド
凶
戒
す
る
肌
の
も
の
で
め
る
か
ら
，

そ
れ
は
、
本
来
耀
管
内
の
生
活
上
に
て
任
務
の
種
類
セ
異
に
し
て
ゐ
る
経
替
主
臓
部
及
び
通
常
の
管
理
的
職
能
者

に
卦
し
で
は
、
普
通
に
は
容
易
に
自
ら
得
難
き
参
考
資
料
と
な
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
殊
に
、
そ
こ
に
提

供
せ
ら
れ
る
示
唆
乃
至
は
忠
言
は
草
な
る
個
人
的
意
見
に
止
ま
る
に
非
守
し
て
、
な
ほ
委
員
舎
の
席
上
に
て
、
多

歎
の
検
討
、
批
判
を
揮
で
鍛
錬
せ
ら
れ
る
こ
左
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
資
料
と
し
て
の
そ
れ
の
貫
際
的
債
値
は

盆
。
大
と
な
る
べ
き
筈
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
聯
し
て
注
意
す
べ
き
は
、
私
設
工
場
工
場
委
員
舎
が
、
合
同
合
の
席
上

に
於
い
て
行
は
れ
る
所
の
質
問
や
説
明
や
乃
至
は
批
判
等
を
通
じ
て
、
営
該
企
業
の
内
部
の
経
替
経
持
的
諸
闘
聯

に
就
い
て
従
業
捧
働
者
側
の
理
解
を
深
め
石
結
呆
、
牽
ゐ
て
、
努
働
生
産
力
を
制
約
す
る
諸
契
機
に
闘
し
て
、
従

業
努
働
者
側
の
興
味
が
刺
戟
せ
ら
れ
、
又
共
の
智
的
能
力
が
一
一
層
一
待
費
せ
ら
れ
て
、
従
業
州
労
働
者
側
よ
句
提
供
せ

割
払
設
工
場
委
員
曾
と
企
業

一O
四
九

第
六
競

第
四
十
二
巻

八
七

l¥Iiller， E. j. Workmens Representations In In<Instrial Governmellt， 1922， p. 
112. 

神野信一著、日本主義勢働星動の真髄.I昭和八年、 230頁以下、(石川島造紙
所に於げる能率肝究曾の場合J。
Cf. Burtυn， E~ R" Empluyee H.epresenta.tf.on， 1926， p. 259・
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^ 
^ 

ち
れ
る
示
唆
乃
至
忠
一
吉
田
の
質
が
盆
b
改
善
せ
ら
れ
、
一
共
の
畳
が
増
加
す
る
に
至
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

要
約
じ
で
言
へ
ば
、
私
設
工
場
委
員
舎
は
、
勢
働
生
産
力
の
増
進
の
震
の
具
瞳
的
方
法
を
考
究
す
る
に
就
い
て
従

業
勢
働
者
よ
り
提
供
せ
ら
る
べ
き
貢
献
を
獲
得
す
る
機
構
正
し
て
、
甚

r頴
著
な
意
義
を
有
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

な
ほ
、
私
設
工
場
委
員
舎
が
捗
働
生
産
力
の
増
進
に
劃
し
て
積
極
的
影
響
を
輿
へ
る
に
就
い
て
は
、
前
述
せ
る

聞
係
と
は
別
仁
、
他
に
克
に
重
要
な
一
方
面
い
か
存
し
て
ゐ
ぁ
。

そ
川
山
立
、
一
席
目
皆
主
附
刷
出
則
-
戸
替
動
主
歪
む
り
曾
庄
乃
J
F
E
と
し
て
、

A
H
J
Lド
1
1
F
F
J

一一
F
1
h
h
E
』

1

1

一FJ
J
I
J
1
1
r
，
〆

L
E
A
-
-
V
A
ノ

4
1
4
J
t』
也

耳
目
U
門

J
K
玉
三
九
リ
丸
三
却
し
子
主
K
A
L
I
P
1
h

問、hrp

非
主
JL
日
J
I
自

4.4
骨
告
別
ふ
く
花
円
'
ぶ
来
討
の
一

働
用
具
の
採
用
を
考
案
、
計
劃
し
て
、

こ
れ
が
貫
行
上
に
、

従
業
勢
働
者
側
と
の
聞
に
意
見
の
衝
突
を
惹
起
す
べ

き
揚
A
口
に
於
い
て
、
私
設
工
場
委
員
舎
や
-
通
じ
て
従
業
勢
働
者
側
に
艶
し
、
経
管
主
脳
部
側
が
、
共
の
新
規
の
改
良

的
方
法
の
貴
行
に
闘
す
る
経
管
経
樺
的
闘
係
に
就
い
て
の
懇
切
な
る
説
明
を
奥
へ
る
な
ら
ば
、
共
の
結
果
と
し
て
、

勢
資
閑
の
意
見
の
衝
突
が
緩
和
せ
ら
る
べ
き
可
能
性
が
認
め
ら
れ
、
謹
ん
で
は
叉
夏
に
、
共
の
新
計
劃
の
寅
行
上

験
し
た
の
で
あ
っ
た
。
然
る
に
、
其
の
後
に
、
私
設
工
場
委
員
舎
の
施
設
に
よ
っ
て
、

屠
民
主
的
な
る

工
場
管

Burton， E. R.. Ilλd.， p目 260.

に
、
従
業
柑
労
働
者
側
の
積
極
的
協
力
、
援
助
を
さ
へ
も
期
待
し
得
る
に
至
る
こ
と
3
へ
有
り
得
ぺ
き
こ

k
で
め
る
。

メ
ッ
カ

l
v
・
ピ
ア
ノ
曾
枇
の
場
合
は
、
こ
れ
に
就
い
て
適
切
な
一
例
を
示
し
て
ゐ
る
。
此
の
舎
枇
の
工
場
で

は
、
嘗
て
、
其
の
能
率
技
師
が
科
皐
的
管
理
法
(
∞
円
高

E
m
n
冨
E
u
m
m
s
g門
)
の
一
部
に
る
時
間
研
究
及
び
動
作
研

究
ぞ
採
用
せ
ん
と
し
て
従
業
持
働
者
側
の
反
卦
に
遭
遇
し
、
遂
に
共
の
局
に
.
同
盟
罷
業
の
惹
起
ご
九
一
二
〕
骨
盤

理
が
行
は
れ
る
や
'
フ
に
な
っ
て
か
ら
は
、
従
業
勢
働
者
側
の
態
度
が
、
殆
ん

E
一
費
し
て
、
彼
等
は
進
ん
で
粧
管

9) 
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l 

主
脳
部
と
協
力
し
て
、
時
間
研
究
、
動
作
研
究
、
奨
働
賃
銀
制
等
、
凡
そ
所
謂
科
庫
一
'
的
管
理
法
の
重
要
な
要
素
を

な
せ
る
各
種
の
新
方
式
の
採
用
を
衷
心
か
ら
支
持
す
る
に
至
っ
た
。
共
の
結
果
と
し
て
、
州
労
働
能
率
の
培
準
は
極

め
て
頴
著
な
賞
績
を
示
し
た
と
言
は
れ
て
ゐ
る
。

(
一
一
)
私
設
工
場
委
員
舎
と
勢
働
強
度
の
増
準
。

州
労
働
強
度
は
既
ド
見
だ
名
如

t
、
勢
働
生
産
カ
L
」
共
に
、
勢

働
生
産
性
を
構
成
す
る
一
方
の
契
機
で
め
る
。

叫
労
働
掘
度
の
増
準
が
起
こ
る
仁
就
い
て
二
つ
の
経
路
が
あ
っ
て
、
各
箇
の
勢
働
者
が
保
有
す
る
所
の
精
紳
的
、
肉

時
的
持
働
力
の
潜
在
1
1
4
T
増
大

f
る
こ
L
ぐ
が
一
ガ
の
経
路
で
あ
る
が
、

M
T
筒
企
業
に
於
げ
る
貰
際
的
関
係
か
ら
見

t
m
蹴
中
.
重
要
な
意
識
を
有
す
る
も

-ω
い円

L

)

J

1

Z

L

3
古

川

制
伝
一
ヌ
U
来
閉
山
吋
L

-
L
t
、

:
'
;
 

・

4「

''nqb
‘

各

省i
0) 
~~~ 
側j
斗i
0) 
似
不I

J川
GD 

右
の
潜
在
的
柑
労
働
力
炉
勢
働
過
程
の
上
で
現
寅
に
放
出
せ
ら
れ
る
率
の
増
進
す
あ
こ
と
で
あ
る
。

各
箇
の
州
労
働
者
に
保
有
せ
ら
れ
る
潜
在
的
努
働
力
の
現
質
的
放
出
率
は
、
専
ら
耐
労
働
者
の
努
働
意
欲
の
強
さ
に

制
約
せ
ら
れ
る
も
の
で
、
持
働
意
欲
に
劃
す
る
抑
制
的
障
害
因
が
弱
く
、
叉
他
方
に
て
捧
働
意
欲
ぞ
刺
戟
す
る
因

子
と
な
る
事
情
の
力
が
強
い
程
、
州
労
働
意
欲
い
か
旺
盛
に
な
っ
て
、
持
働
強
度
が
高
く
な
る
。

柑
労
働
意
欲
を
旺
ん
に
す
る
作
用
固
と
な
る
所
の
事
情
を
雇
傭
的
柑
労
働
関
係
の
上
に
党
む
る
に
、
そ
れ
は
、
究
極

的
に
は
二
つ
の
項
目
に
要
約
さ
れ
得
る
。
こ
れ
を
形
式
的
事
情
及
び
貫
質
的
事
情
と
帯
す
る
こ
と
に
す
る
。

向
形
式
的
事
情
。
こ
れ
は
直
接
に
は
各
箇
勢
働
者
の
貫
利
に
劃
し
て
関
係
す
る
こ
左
な
く
、
た
行
、
従
業
生

活
上
に
於
り
る
麗
管
主
脳
部
側
と
従
業
勢
働
者
側
と
の
聞
の
人
格
的
接
鯛
闘
係
の
形
式
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。

忍
設
工
場
委
長
舎
と
企
業

第
四
十
二
巻

O 
王L

第
六
時
抗

A 
九

Miller， E. J. lhid. pp. 1 '5-1 ，6. 10) 
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六
披

九
O 

此
の
意
味
の
形
式
的
事
情
は
次
の
三
つ
の
要
素
に
分
か
れ
る
。
卸
ち
、
(
イ
)
経
管
主
脳
部
側
の
蛭
管
程
漕
的
刷
係

に
於
け
る
諸
般
の
措
置
が
公
明
、
趨
切
、
誠
貫
に
行
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
に
封
す
る
従
業
勢
働
者
側
の
信
頼
性
、
(
ロ
)

鰹
替
樫
稗
的
諸
踊
係
の
管
理
に
闘
す
る
従
業
努
働
者
の
地
位
の
上
症
に
基
因
し
て
生
や
る
所
の
、
彼
等
の
自
重
心

及
ぴ
仕
事
の
上
の
興
味
の
強
化
、
(
川
〉
経
替
経
掛
的
諸
闘
係
の
認
識
に
某
因
し
て
惹
起
さ
れ
る
従
業
州
労
働
者
側
の

自
畳
の
向
上
で
あ
る
。

〈

r
q
)
私
設
工
場
委
員
合
は
部
停
九
七
脳
部
側
L
ム
従
業
持
働
者
側
L
ム
の
問
仁
於
け
と
説
明
、
開
問
伝
説
じ
て
、

総
省

主
脳
部
側
の
と
れ
る
諸
般
の
極
管
経
済
的
措
置
の
意
義
、

性
信
や
、

な
ら
び
に
、
叉
、
粧
替
主
脳
部
側
が
共
の
臼

常
業
務
の
慮
理
に
於
い
て
、
専
ら
資
本
の
利
盆
に
の
み
偏
執
せ
や
し
て
、

同
時
に
叉
従
業
批
労
働
者
側
の
利
盆
を
も

至
誠
、
熱
心
を
以
て
考
慮
し
て
ゐ
る
こ
と
等
に
就
き
、
従
業
勢
働
者
側
の
理
解
を
一
一
暦
深
め
る
機
曾
を
輿
へ
る
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
従
業
勢
働
者
側
と
し
て
は
、
経
品
目
自
主
脳
部
側
の
措
置
、
態
度
の
公
明
性
、
誠
貫
性
、

趨
切
性
等
に
劃
す
る
信
組
と
好
意
と
を
高
め
ら
れ
、
牽
ゐ
て
、
経
管
主
脳
部
側
の
努
力
に
劃
す
る
協
力
の
興
味
、

欲
望
を
刺
戟
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
経
替
主
脳
部
側
が
、
自
己
の
措
置
、
態
度
に
劃
す
る
従
業
勢
働
者
側
の
疑

慢
、
不
信
の
念
を
緩
和
し
、
解
消
し
て
、
自
己
に
針
す
る
従
業
勢
働
者
側
の
好
意
的
協
力
心
を
獲
得
す
る
に
非
れ

ば
、
従
業
勢
働
者
側
に
於
け
る
勢
働
意
欲
の
強
化
を
期
待
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

右
の
閥
係
に
於
け
る
忍
設
工
場
委
員
舎
の
頴
著
な
る
致
果
の
賞
例
は
、
米
岡
の
経
験
上
に
、
多
数
に
指
摘
せ
ら

れ
て
ゐ
る
。
尤
も
、
此
の
勅
に
於
け
る
な
設
工
場
委
員
曾
の
影
響
は
、
若
し
、
経
替
主
脳
部
側
の
措
置
が
貫
際
に

Cf. MilJer， E. J.， Ibid.， pp. '34-'35・
National lndustrial Confe了間ceBoarli， Ibid.， pp. ~16.-jP7 
Miller， Ibid. p. II4・12) 



従
業
勢
働
者
の
信
頓
に
値
せ
ぎ
る
も
の
で
、
共
の
異
相
が
此
の
施
設
に
よ
っ
て
従
業
情
労
働
者
側
に
明
か
日
せ
ら
れ

る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
共
の
結
果
は
反
っ
て
以
上
に
述
べ
た
る
所
と
は
謹
の
殻
果
と
な
っ
て
現
は
れ
る
で
あ
ら

う
α

か
〈
て
、
奇
妙
な
矛
盾
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
題
替
主
脳
部
側
に
於
い
て
従
業
勢
働
者
側
の
協
力
を
必
要
左
す

る
程
度
が
比
較
的
少
き
事
情
に
在
る
場
会
種
、
私
設
工
場
委
員
舎
を
通
じ
て
の
従
業
努
働
者
側
の
協
力
心
の
喚
起

が
愈
ゆ
張
〈
作
用
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
叫

(
ロ
)
な
立
工
場
委
員
舎
は
煙
管
麗
神
的
諸
問
題
ゐ
殊
に
少
〈
と
色
、
従
業
崎
労
働
者
側
の
利
害
に
直
接
に
閥
係
せ

る
事
項
の
属
現
に
就
い
て
、

共
の
代
表
者
ぞ
通
じ
て
、

従
業
勢
働
者
に
、

何
等
か
の
程
度
に
で
毅
一
一
一
日
、
討
議
の
機

曾・

9耳

目
耳
、

4
K
H伊

d
句
A
J

従
業
努
働
者
側
が
、
資
本
に
立
脚
せ
る
筒
欝
主
附
刷
E

部
開
乃
事
新
刊
油
開
削
ド
ぷ
只

H

司
し
ゃ
丸
、

，
」
レ
4
p
k

管
就
従
的
勤
務
に
服
し
て
ゐ
た
の
に
比
較
し
て
、
何
程
か
経
替
内
枇
舎
閥
係
に
於
げ
る
従
業
州
労
働
者
側
の
地
位
の

向
上
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
叉
、
人
間
一
般
の
要
求
左
し
て
の
、
経
曾
闘
係
上
に
於
け
る
白
骨

欲
の
満
足
を
、
従
業
柑
労
働
者
側
の
上
に
何
程
か
助
長
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
共
の
結
果
彼
等
の
精
神
的
歓
喜
一
炉
促

準
せ
ら
れ
、
牽
ゐ
て
、
共
の
州
労
働
意
欲
の
強
化
が
驚
ら
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
此
の
輸
に
於
け
る
私
設
工
場
委

員
曾
の
殻
果
は
、
叉
既
に
多
数
の
貫
際
的
経
臓
が
こ
れ
を
立
聾
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
d

殊
に
、
私
設
工
場
委
員
舎
が
作
業
規
律
、
乃
至
就
業
規
則
の
設
定
及
び
運
用
上
に
、
何
等
か
従
業
勢
働
者
側
の
白

律
性
を
高
め
る
こ
と
は
、
此
の
際
に
特
に
注
意
す
べ
き
意
義
を
有
す
る
。
勢
働
強
度
の
増
減
が
作
業
規
律
、
就
業
規

又
一
方
に
於
い
て
は
、
共
の
規
範
が
従
業

則
の
擁
立
、
融
行
に
依
存
す
る
所
の
大
な
る
は
明
か
で
あ
る
け
れ
ど
色
、

割
払
設
工
場
委
員
舎
と
企
業

第
四
十
二
巻

一O
五一一一

第
六
務

九

Burtol1， E. R.， Ibid.， Ibid. p. 250. 
Gemmill. P. F.， Prヒsent-DayLabo-~ Relations.， 1929， p. 170 
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本
設
工
接
委
員
舎
と
企
業

第
四
十
二
審

一O
五
四

第
大
教

丸

労
働
者
に
好
意
的
に
理
解
さ
れ
る
と
い
ふ
こ
と
が
勢
働
強
度
の
増
進
の
忽
に
必
要
な
保
件
で
あ
る
。
右
の
関
係
に

於
い
て
、
私
設
工
場
委
員
曾
の
施
設
が
崎
労
働
強
度
の
増
進
に
貢
献
す
る
こ
と
は
、
二
重
の
理
由
に
基
く
の
で
あ
る
。

帥
ち
.

一
方
か
ら
見
れ
ば
、
私
設
工
場
委
員
舎
営
通
じ
て
、
従
業
勢
働
者
側
の
地
位
は
、
作
業
規
律
の
設
定
、

運
用
上
に
て
、
最
早
草
な
る
被
規
律
者
と
し
て
の
濁
象
瞳
た
る
の
み
に
止
ま
る
の
で
な
く
て
、
更
に
、
自
ら
こ
れ

ド
劃
し
て
主
動
的
制
約
を
興
ヘ
符
べ
き
も
mw
と
な
る
。
こ
の
こ
と
が
基
礎
に
な
ち
て
、
作
業
規
律
の
確
立
、
闘
行

-
j
e
-
-

-
、
叶
吋
刻
、
三
一
4
t」
!

?
b

‘
E
E
J〆

リ

叫
に
総
務
動
能
川
九
J
Tま
内
型
停
と
あ
か
向
-E寺
L
d
，P

日干ゐ
P

人
ふ
り
、

ノイ
ι
ヨ
J
4
ι

・d
p
-
J
f
q
l
f、
ィ
ク
一
1
d
J
r仁
吋
I
v
p日
/

{

F

l
レ

山

〆

p
b
t
t
J
4
寸

【

J
ρ
4
A
I
一

一

;

川
y
}
司

J

，ιf
』

μ
れ

J13 
!lE 
1Z 
n 
Jコ
民生

る
規
律
が
可
能
に
せ
ら
れ
る
。
右
は
単
な
る
珂
論
で
は
な
〈
、
肢
に
多
く
の
貫
例
が
作
業
規
律
の
問
題
に
闘
し
て

の
私
設
工
場
委
員
舎
の
大
な
る
成
功
的
致
呆
を
誼
明
し
て
ゐ
ム
c

東
に
又
他
方
の
闘
係
か
ら
い
ふ
な
ら
ば
、
悲
設

工
場
委
員
舎
が
作
業
規
律
の
設
定
、
運
用
上
に
何
程
か
従
業
努
働
者
側
の
自
律
性
を
高
め
る
結
果
、
従
業
献
労
働
者

側
よ
り
見
た
る
作
業
規
律
の
映
馳
が
考
慮
、
救
済
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
h
、
作
業
規
律
を
繰
っ
て
生
宇
べ
き
従
業

持
働
者
側
の
害
情
、
不
平
の
除
去
、
緩
和
が
驚
ら
き
れ
る
。
此
の
事
が
叉
、
作
業
規
律
に
劃
す
る
従
業
献
労
働
者
側

の
白
義
的
協
力
金
促
進
し
、
牽
聯
し
て
勢
働
強
度
の
増
遣
を
刺
戟
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
箇
φ
の
従
業
第
働
者
に
直
接
に
附
著
し
て
、
.
彼
等
の
賃
質
的
利
害
に
影
響
を
輿
へ

問
責
質
的
事
情
。

る
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

従
業
勢
働
者
が
勢
働
過
程
に
全
能
力
を
傾
注
し
て
従
業
し
得
ん
が
魚
に
は
、

一
つ
の
僚
件
と
し
て
、
共
の
従
業

生
活
上
に
て
彼
等
に
附
著
す
る
貰
質
的
利
容
に
闘
し
て
彼
等
自
ら
安
定
戚
を
確
保
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で

Gemmil'， P. F.， Ibid.， 172-15) 



仁
川
、
防
滋
瀦
纏
纏
努

あ
る
。
此
の
賞
利
関
係
上
の
安
定
戚
が
段
損
せ
ら
れ
て
ゐ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
が
蝶
謡
、
不
満
等
の
心
理
的
形
態
.

を
と
っ
て
薮
展
し
て
、
勢
働
意
欲
を
抑
制
す
る
作
用
を
な
す
。
而
し
て
、
従
業
生
活
過
程
に
て
賞
質
的
利
害
関
係

の
方
面
か
ら
勢
働
者
の
安
定
戚
を
艶
損
す
る
原
因
は
、
物
的
事
情
と
鰹
樺
的
事
情
と
の
二
項
目
に
こ
れ
を
分
け
る

こ
と
が
出
来
る
。

固
有
の
作
業
場
及
び
企
業
主
側
の
責
任
範
園
に
お
か
れ
て
ゐ
る
所
の
従
業
者
生
活
施
設
の
物
的
設
備
に
附
著
し

て
ゐ
る
峡
鮎
は
、
ぞ
れ
が
一
昆
喰
末
の
性
質
の
事
柄
な
る
場
合
に
於
い
て
は
、
経
管
主
脳
部
側
と
し
て
は
、
こ
れ

を
故
意
に
看
過
し
て
放
置
す
る
か
、
或
ほ
父
奈
〈
こ
れ
を
認
知
す
る
に
至
ら
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
。

共
の
結
果
、

:司
l

'

I

l

-

-

市
民
叫
軍

:
?
3
M
H
a
h
E
M
J
k

、J
l

h

ル
入
佐
4

聖

子

〉

l
d
t
pコ
伽
誼
ご
ん
止
旦
1
L
T
一

3
L
'
〉
。

ん

H
阿

市

斗
l
J
P
-
J
Z
A
H

“L
Z
P
/ノ

1
i
〈

河
M

A

一王、可、
L

L

司
‘
に

J

C
ド

f
t
t
M
B
H
H
1
-
、
レ
L
4

・44

二
回
旬
、
ヒ
、
〕
L
暗
「
日

3

3
司

b

ミ
ミ
h
h

u
-
-
i
J
J
U中
山
里
山

b
i
y
A
-
4
A
f

る
性
質
の
司
も
の
で
あ
っ
て
も
、
平
常
に
、
共
の
故
知
を
有
す
る
物
的
設
備
に
棒
鋼
し
て
生
活
を
謹
り
つ
、
あ
る
も

の
に
と
り
で
は
、
そ
れ
が
、
不
安
、
嫌
悪
の
感
情
を
惹
起
す
る
原
因
と
な
る
の
診
避
け
難
い
。
然
る
に
、
私
設
工

場
委
員
舎
は
、
従
業
勢
働
者
を
し
て
、
彼
等
の
従
業
生
活
過
程
に
闘
係
せ
る
物
的
諸
設
備
上
の
扶
助
に
就
い
て
盤

替
主
脳
部
側
の
注
意
を
喚
起
し
て
、
其
の
改
善
を
希
望
し
、
要
求
す
る
こ
と
を
得
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
経
替
主
脳
部
側
と
し
て
は
、
自
己
の
気
附
か
，
さ
る
か
、
叉
は
少
〈
左
も
重
視
せ
ま
り
し
所
の
、
物
的

諸
設
備
上
の
扶
助
の
存
在
或
は
意
味
を
教
示
せ
ら
れ
て
、
速
に
且
つ
趨
営
に
こ
れ
を
改
善
す
べ
き
手
が
か
り
を
輿

へ
ら
れ
得
る
罪
で
あ
る
d

こ
れ
は
、
物
的
諸
設
備
の
挟
勅
よ
り
惹
起
さ
れ
る
所
の
従
業
日
労
働
者
側
の
不
安
、
不
卒
、

乃
至
は
嫌
悪
の
戚
情
を
除
去
、
緩
和
し
て
、
牽
ゐ
て
柑
労
働
強
度
の
増
進
に
資
盆
す
る
結
果
を
膏
ら
す
。
貫
際
の
例

私
設
工
場
委
員
曾
と
企
業

第
四
十
二
巻

一O
五
五

第
六
時
職

九

The Shop Committe in the Uniled Stat口，1923，p. 64・C仁 French，C.. 16) 



私
設
工
場
委
長
舎
と
企
業

第
四
十
二
巻

一C
五
六

第
六
時
蜘

九
四

に
で
、
殆
ん
ど
総
べ
て
の
花
設
工
場
委
員
命
日
が
、
従
業
勢
働
者
の
潟
に
、
作
業
場
及
び
工
場
住
宅
施
設
聞
係
の
上

の
物
的
設
備
の
触
馳
を
改
善
す
る
に
就
い
て
、
著
し
き
致
果
佐
奉
げ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
経
済
的
事
項
と
し
て
此
の
際
致
へ
翠
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
、
賃
銀
率
の
高
さ
、
賃
銀
許
算
方
法
の
形
式
、

及
び
雇
傭
倒
係
の
解
除
等
が
主
允
る
も
の
で
あ
る
。
ご
れ
ら
の
事
唄
に
就
い
V

て
従
業
掛
働
者
側
に
不
亭
、
不
満
を

懐
h
y

れ
て
ゐ
て
は
、
そ
れ
炉
障
碍
と
な
り
て
持
働
力
の
宏
一
分
な
後
揮
伊
期
待
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
就
中
、
解

躍
に
蹴
い
じ
ん
払
品
、
一
十
限
れ
よ
り
波
#
抗
議
の
u
m
m院
が
桁
は
れ
あ
こ
と
mu-
め
る
べ
き
を
献
念
す
名
疑
棋
.
思
怖
の
戚
作

は
持
働
強
度
に
劃
し
て
最
も
蹟
き
抑
制
作
用
を
な
す
も
の
で
め
る
。

貫
際
心
行
は
れ
て
ゐ
る
私
設
工
場
委
員
舎
は
、
従
来
普
通
に
は
、
賃
銀
を
躍
っ
て
現
は
れ
る
所
の
前
述
の
如
き
、

諸
問
題
を
集
園
協
約
的
に
鹿
理
す
る
機
曾
を
興
へ
て
は
ゐ
な
い
。
し
か
し
、
き
ち
と
て
、
現
貫
の
工
場
委
員
舎
で

-
も
‘
従
業
献
労
働
者
側
に
於
い
て
、
以
上
の
諸
問
題
に
関
係
し
て
不
卒
、
不
満
を
懐
い
て
ゐ
る
場
合
に
は
、
ヂ
』
れ
ぞ

主
ハ
の
代
表
者
を
通
じ
て
経
楼
主
脳
部
側
代
表
者
に
恕
へ
出
で
て
、
ぞ
れ
の
救
掛
、
是
正
の
銭
仁
、
鰹
管
主
脂
者
側

の
考
慮
を
促
す
こ
と
を
得
せ
し
め
る
の
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
叉
粧
雄
官
主
脳
部
側
と
し
て
晶
、
従
業
勢
働
者
の
代

表
委
員
を
通
じ
て
、
賃
銀
闘
係
の
諸
問
題
に
就
い
て
現
は
れ
る
従
業
勢
働
者
側
の
希
望
乃
至
は
不
平
の
所
在
を
知

っ
て
‘
主
(
の
示
唆
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
合
理
的
仁
解
決
す
べ
き
手
が
か
争
、
乃
至
は
動
棋
を
興
へ
ら
れ
る
静
で
あ

る
。
こ
れ
が
、
持
働
者
の
従
業
心
理
の
明
朗
化
を
助
成
し
て
、
牽
ゐ
て
勢
働
強
度
を
強
化
す
る
に
つ
き
大
な
る
刺

戟
的
影
響
を
奥
へ
る
も
の
で
あ
る
。

Gemmill， P. F~J Ihid.， p. 160. 17) 



一
二
、
持
働
移
動
寧
の
減
少

州
労
働
移
動
率
(
戸
田
σ
C
『づ
5
0
2『
H
Z
Z
)
(
T
)
左
は
一
定
企
業
に
て
、

一
定
期
聞
に
と
へ
ば
、
普
遜
に
一
筒
年

で
あ
る
が
、
共
の
期
間
に
於
け
る
従
業
勢
働
者
の
平
均
数
百
)
に
劃
し
て
、
同
じ
期
間
内
の
離
職
者
ぞ
補
充
す
芯

魚
に
新
に
就
職
し
た
る
従
業
勢
働
者
数
(
戸
)
が
一
字
所
の
比
率
の
こ
と
で
あ
る
。
印
ち
、

7
山

J
以
て
一
不

3
れ
る
比
率
で
あ
る
〈

一
次
唱
、
、

!
l
 離
職
者
数
が
比
較
的
に
大
き
〈
で
も
、

新
規
就
職

ぞ
れ
が
事
業
の
縮
少
の
斜
に
、

滑
に
よ
っ
て
補
充
せ
ら
れ
ね
場
合
に
は
、

法
日
遁

山
庁
防
移
効
率
eh
比
皮
拘
大
h
p
t
な
る
J

も
の
で
は
な
い
o

a
t
-
-
j
J
7
iィ
|

:

J

n

J

、

B
l
、ず作

1
‘

:
1・
1
、

r
f
i
 

f
L
E一
J

A
フ

〕5f
c 

刻
{~日i
11 ，')' 

加
川
h

，し

1-
て
酬
州
制
刷
者
配
林
光
カ
桁
は
れ
タ
叩

r
T
J
m
λ
・
ふ
つ
つ
、
開
制
削
岩
杭
一
日
川
・
献

的
大
な
る
こ
と
は
、
貫
際
上
ぞ
れ
が
直
ち
に
持
働
移
動
率
の
比
較
的
大
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
来
る
。

抑
も
、
従
業
州
労
働
者
の
離
職

3
4己
主
2M)
に
は
種
々
の
種
類
が
あ
っ
て
、
大
別
す
れ
ば
、
従
業
努
働
者
側
の

自
礎
的
意
志
に
基
く
も
の
(
O
E
門
)
と
、
雇
主
側
の
積
極
的
意
志
に
基
く
も
の
k
の
二
種
と
な
る
。
後
者
は
叉
克
仁
、

管
業
縮
少
の
峰
崎
に
仕
事
の
不
足
せ
る
に
基
い
て
解
雇
す
る
も
の
(
円
ミ
，
O
R
)

と
、
な
ら
び
に
、
右
の
事
情
に
基
〈

の
で
な
く
、
従
業
献
労
働
者
の
個
冷
に
伴
ふ
特
殊
の
事
情
に
基
い
て
解
雇
す
る
も
の
(
ロ
-
2
z
d
n
)
と
に
分
か
れ
る
の

で
あ
る
。

管
業
の
縮
少
に
基
因
ず
る
も
の
冶
こ
と
は
姑
く
こ
れ
を
別
に
し
て
、
他
の
事
情
に
基
げ
る
離
職
の
増
加
、
従
つ

て
普
通
に
は
、
持
働
移
動
率
の
増
加
は
、
種
今
な
る
契
機
を
通
じ
て
、
少
か
ら
43
る
企
業
費
用
の
増
加
を
惹
起
す

忍
設
工
場
委
員
舎
と
企
業

第
四
十
二
巻

九
五

一O
五
七

第
六
波

Labor Economics and Lnbol' .Problems， 1933・p.102. Yodtr， D.. 18) 



忍
設
工
場
委
員
舎
と
企
業

第
四
十
三
巻

九
ノ、

一O
五
八

第
六
拡

る
υ

卸
ち
、
勢
働
移
動
よ
り
生
中
る
企
業
費
は
、
産
業
浪
費
に
於
い
て
極
め
て
大
な
る
要
素
を
な
す
も
の
で
め
ム
。

今
、
月

P
ヒ
グ
ー
に
よ
っ
て
川
勢
働
移
動
よ
り
惹
起
せ
ら
れ
る
企
業
費
用
の
要
目
を
分
類
す
れ
ば
次
の
如
〈
に
な
品
。
却
も
ベ
イ
)
新
規
雇
入
、

募
集
費
、
(
ロ
)
新
入
者
訓
練
費
、
〈
ハ
)
新
入
者
の
未
熟
練
に
よ
っ
て
生
宇
る
過
剰
賃
銀
費
、
?
一
)
新
入
者
の
来
熟
練
に
図
る
工
場
生
産
率
の
低
下

か
ら
間
接
に
惹
起
せ
ら
れ
る
所
の
、
滑
油
剤
、
動
力
、
其
の
他
諸
材
料
の
過
剰
一
浪
費
、
(
ホ
)
工
場
金
慌
の
生
産
数
量
の
減
少
に
図
っ
て
獲
得
不
能

と
な
る
べ
き
正
常
的
期
待
利
潤
部
分
、
(
へ
)
帥
労
働
移
動
の
鴛
に
生
じ
た
る
工
場
生
産
力
の
低
下
に
煩
悶
し
て
設
置
サ
ら
れ
る
迅
加
設
備
の
上
の
刺

子
、
消
却
、
保
険
料
、
諸
枕
、
修
繕
食
等
に
困
る
過
剰
費
用
、
(
ト
)
新
入
の
未
熟
練
者
仁
権
乱
せ
ら
れ
る
こ

k
か
ら
起
こ
る
従
来
の
熟
練
勢
働
者

の
伶
警
官
め
低
下
に
卒
、
過
剰
投
用
、
〈
チ
)
新
入
の
芽
執
持
者
の
汚
に
生
宇
る
所
の
機
械
、
活
ロ
共
等
の
過
剰
-
岐
般
に
閃
Z
費
用
等
で
め
d
M
o

p
f
e

、
町
、

l
i
l
 

-
-
-

務
効
山
市
Y

仙卯ド
p-氏
一
ト
中
古
'
一
L
-
一円
j

品
・
取
る
な

ι1.

t
I
J
T
1
1
A
J
eイ
一

-
a
t
1
j
i
2
a
J
P
V

其
釦
事
は
そ
れ
自
聞
と
し
て
は
工
場
費
用
の
重
要

な
節
約
を
意
味
す
る
色
の
で
あ
る
。

既
に
遮
ぺ
た
る
如
〈
、
離
職
の
中
に
は
雇
主
の
積
極
的
意
志
に
基
け
る
種
類
の
も
の
も
あ
る
が
、
今
こ
れ
を
別

に
し
て
、
専
ら
従
業
持
働
者
側
の
自
接
的
意
志
に
基
け
忍
種
類
の
る
の
〉
み
に
就
い
て
見
る
に
、
共
の
原
因
と
な

る
事
情
は
極
め
て
多
種
多
様
で
あ
る
。

印
ち
、
英
の
事
情
の
中
に
は
、
(
イ
)
本
人
の
健
康
状
態
、
(
ロ
)
家
族
の
一
疾
病
又
は
死
亡
、
(
乙
本
人
の
休
養
務
事
、
(
こ
結
婚
、
妊
娠
、
夫
の

反
皆
、
(
申
)
工
場
従
業
閥
係
外
の
災
難
、
(
へ
)
住
居
の
地
理
的
関
係
に
よ
っ
て
通
勤
困
難
に
陥
れ
る
事
、
(
ト
)
同
家
闘
係
の
服
務
、
等
の
加
害
色

の
が
め
っ
て
、
こ
れ
ら
は
全
く
、
雇
主
側
の
責
任
に
厨
せ

F
る
、
従
業
畑
労
働
者
個
人
の
側
の
特
殊
事
情
で
あ
る
。
尤
色
、
こ
れ
ら
の
種
類
の
亭
情

を
原
因
に
し
て
起
こ
る
所
の
蝶
職
は
、
離
職
塊
薮
の
中
に
で
相
常
に
重
要
な
割
合
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
、
離
職
は
そ
れ
が
凡
ベ
で
雇
主

側
の
責
任
に
属
す
る
事
情
に
原
因
す
る
色
の
で
は
な
く
、
か

-
:
G
6
の
は
、
制
労
働
移
動
を
制
約
す
る
要
素
の
一
部
に
過
ぎ
な
れ
い

し
か
し
、

工
場
に
於
け
る
勢
働
者
事
務
の
管
理
闘
係
に
於
け
る
融
輸
が
捗
働
者
の
側
の
自
接

そ
れ
に
し
て
も
、

的
離
職
の
原
因
と
な
り
、
そ
れ
が
附
労
働
移
動
率
を
制
約
す
る
一
契
機
と
し
て
重
要
な
意
義
を
有
す
る
こ
と
は
明
か

Yoder， D.， ，lbid. p. 104・
SÚ~ht~r~ S. H.， The '1 urnover of Factory Lal芯円 J9~n ， pp. ][07-108 
Hacket， J. D.， Labor MaoageJ1r:Jent， 1929， p・231'1 .p， 37..4・
Yoder， D.， Ibid.， pp. 10ト 102.
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で
あ
る
が
、
此
の
種
の
原
因
た
る
事
情
は
麗
借
主
脳
部
者
に
於
い
て
自
由
に
こ
れ
を
左
右
し
得
ぺ
き
性
質
の
も
の

で
あ
る
。
右
の
如
、
昔
、
事
情
は
、
こ
れ
を
貫
質
的
事
情
と
形
式
的
事
情
と
に
分
け
得
ら
れ
る
。

寅
質
的
事
情
と
は
従
業
生
活
闘
係
に
於
け
る
従
業
持
働
者
の
賀
質
的
利
害
に
関
係
し
た
る
も
の
で
あ
り
、
形
式

的
事
情
と
は
、
従
業
州
労
働
者
と
糎
替
主
脳
部
又
は
帥
労
働
者
支
配
の
地
位
に
在
る
職
員
と
の
聞
の
人
的
接
鯛
関
係
の

上
の
事
で
あ
る
。

賞
質
的
事
情
に
属
す
る
色
の
は
、
叉
作
業
共
の
他
工
場
内
生
活
閥
係
の
上
の
物
的
施
設
の
性
質
及
び
州
労
働
状
態

の
佐
賀
ド
闘
す
る
・
6
の
と
.
部
働
報
酬
に
闘
す
る
志
の
と
に
分
か
れ
る
。
工
場
内
生
活
上
の
物
的
設
備
が
危
険
、

不
満
生
的
な
る
こ
と
冶
吻
仕
事
。
佐
賀
の
過
激
な
み
事
M
A
J
M
4
川
将
の

FM
の
h
M
v
d
な
心
も
の
で
わ
る
。
父
、
持
例
報

酬
に
闘
す
る
も
の
と
し
て
主
要
な
る
は
、

賃
銀
・
率
の
高
き
、

賃
銀
支
捕
方
法
の
形
式
、
昇
給
に
闘
す
る
取
扱
の
問

題
等
で
あ
る
。

形
式
的
事
情
と
し
て
主
要
な
事
項
は
、
(
イ
)
経
管
主
脳
部
又
は
共
の
代
理
者
と
し
て
労
働
者
支
配
の
地
位
に
在

る
者
と
従
業
勢
働
者
と
の
聞
に
馴
染
闘
係
が
映
除
し
て
ゐ
る
こ
と
に
基
い
て
、
特
別
の
具
瞳
的
な
融
卦
的
事
由
に

因
ら
や
に
、
両
者
の
聞
に
了
解
が
快
け
て
、
阻
隔
を
生
や
る
に
至
る
こ
と
、
(
ロ
)
作
業
の
執
行
上
に
従
業
勢
働
者

の
自
礎
的
協
力
を
侯
に
や
し
て
、
専
ら
威
嚇
、
鞭
撞
に
よ
っ
て
こ
れ
を
駆
使
す
る
こ
と
、
(
』
)
従
業
勢
働
者
側
の

抱
懐
す
る
不
卒
、
菩
情
を
轄
察
し
て
、
某
の
救
持
に
資
す
べ
き
機
闘
争
}
焼
却
し
、
故
意
又
は
無
意
識
に
、
彼
等
の

愁
訴
を
放
置
す
る
こ
と
、
等
で
あ
ム
。

割
払
設
工
場
委
員
舎
と
企
業

第
四
十
二
巻

一O
五
九

第
宍
貌

カa
七

Slichler， S. H.， pp. 199-205・2，，) 



私
設
工
場
委
員
舎
と
企
業

一O
宍

O

第
四
十
二
巻

第
六
時
制

九
八，

私
設
工
場
委
員
舎
は
共
の
施
設
の
組
織
及
び
職
能
か
ら
見
て
も
、
右
の
如
き
種
類
の
離
職
原
因
を
緩
和
、
除
去

す
る
に
就
い
て
、
甚
戸
有
意
義
の
作
用
か
礎
揮
し
得
べ
き
も
の
左
考
へ
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
在
設
工
場
委
員
曾
が

設
け
ら
れ
て
、
共
の
運
用
が
趨
営
に
行
は
れ
る
場
合
に
は
、
ぞ
れ
に
よ
っ
て
勢
働
移
動
率
の
減
少
と
い
ふ
事
賓
が

現
は
れ
来
る
べ
き
筈
で
あ
る
。

先
に
色
見
穴
ぷ
如
く
、

勢
働
移
動
率
は
誌
だ
多
棋
な
る
契
機
に
よ
っ
で
制
約
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

~~， 
働

秒
動
紘
一
・
の
減
少
ト
劃
す
る
私
設
工
場
委
員
命
H
m
w

帯
都
酌
影
響

E
い
ふ
色
の
も
も
賞
際
の
例
を
某
礎
に
し
て
、
正
確

に
こ
れ
を
賞
賛
す
る
の
は
殆
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
ぶ
し
か
し
、
米
園
に
於
け
る
賃
際
的
経
験
に
就
い
て
調
査
せ
る

所
に
よ
れ
ば
、
私
設
工
場
委
員
舎
を
設
け
た
雇
傭
主
の
大
多
数
は
、
勢
働
移
動
率
の
一
減
少
化
に
劃
す
る
此
の
施
設

間

の
貢
献
を
異
口
同
音
に
報
告
し
て
ゐ
る
。

な
ほ
、
こ
れ
に
関
聯
し
て
附
言
す
べ
き
は
、
私
設
工
場
委
員
舎
の
施
設
に
よ
っ
て
、
従
業
生
活
闘
係
が
、
宜
質

的
方
面
及
び
形
式
的
方
面
よ
り
改
善
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
因
る
評
き
評
判
は
求
め
守
し
て
農
く
持
働
市
場

に
惇
播
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
共
の
結
果
、
蛍
該
企
業
に
於
け
る
新
規
の
雇
入
が
又
自
然
極
め
て
容
易
に
な
っ

て
、
雇
入
、
募
集
に
就
い
て
大
な
る
費
用
の
節
約
を
見
得
る
に
至
る
と
い
ふ
こ
と
で
め
る
。

四

帯
責
衝
突
の
危
険
の
緩
和
乃
至
解
消

現
代
の
産
業
組
織
に
於
け
る
勢
働
者
は
、
最
早
往
時
の
奴
隷
で
は
な
く
、
濁
立
の
自
由
人
と
し
て
、
従
業
闘
係

Miller， E・J.，Ibid.， p. 128 
National lndustrial Confel叩 cesoard， Ibid.. pp. 1: 32.-I37・Miller，E. J. Ibid.~ 
pp. 126-128目
Leitch， Man tu Man， The Story (Jf lndustrial Dernocracy~ I~)I 9 ， p. 19由
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上
の
自
己
の
立
場
に
就
い
て
、
夫
々
に
何
等
か
の
希
望
乃
至
は
主
張
を
有
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
o

然
る
に
、
此

，
の
希
望
乃
至
は
主
張
の
貫
現
せ
司
ざ
る
場
合
に
は
、
従
来
州
労
働
者
が
自
ら
雇
傭
主
側
に
劃
す
る
不
卒
、
不
満
を
懐
〈

に
至
っ
て
、
所
謂
勢
働
不
安

の
紋
態
に
陥
る
。
勢
働
不
安
は
、
何
時
迄
も
単
な
る
心
開
的
潜

(
戸
田

σ
0『

C
Z同
町
民
)

和
紙
態
に
停
頓
し
て
ゐ
る
も
の
で
は
な
く
て
、
礁
で
そ
れ
は
文
書
又
は
ご
一
一
日
語
の
形
態
に
て
具
髄
的
に
表
現
せ
ら
れ

る
o 

一
H
一
具
韓
的
形
態
ぞ
以
て
入
。
の
交
通
闘
係
上
に
表
現
せ
ら
れ
た
僻
労
働
不
安
が
単
な
る
側
人
的
性
質
の
も
の

に
非
る
坊
人
口
に
は
、
共
の
労
働
不
安
の
削
川
市
佐
目
的
に
し
だ
る
何
等
か
の
規
模
の
群
集
的
活
動
が
同
労
働
者
の
附
に

芯
泡
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
労
働
不
変
に
悲
因
し
て
往
起
せ
ら
れ
る
右
め
如
き
勢
働
者
小
相
集
的
活
動
は
、
4
4
H

l

i
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w

m

w

d

げ

J
l
u
i

イ
d

u

'ピ

の
最
も
持
逼
な
る
形
態
は
同
盟
罷
工

2
5
F円
)
及
び
同
盟
怠
業

(
r
σ
c
gぬ
巾
)
で
あ
る
。
却
ち
、
州
労
働
者
の
群
集
が

畑
町
働
不
安
の
解
決
の
手
段
と
し
て
、
集
倒
的
に
行
ふ
所
の
、
共
同
的
就
業
担
否
、
及
び
共
同
的
怠
業
で
あ
る
。

印
も
、
夏
に
根
本
に
遡
っ
て
い
へ
ば
、
群
集
的
労
働
不
安
の
原
因

は
、
こ
れ
を
具
瞳
的
に
見
れ
ば
械
め
て
多
種
多
様
の
も
の
で
あ
る
。
今
、
我
闘
に
現
は
れ
た
勢
働
守
議
の
駅
間
七

る
事
前
引
を
、
内
閣
統
計
局
の
分
類
に
従
っ
て
示
せ
ば
、
そ
れ
は
次
の
知
〈
に
、
複
雑
多
岐
を
瓶
一
め
七
'
も
の
で
あ
る
。

即
ち
、
賃
銀
増
『
撒
要
求
、
賃
銀
減
相
反
桝
割
、
賃
銀
算
定
支
給
方
法
の
後
夏
叉
は
反
封
、
組
合
心
向
由
叉
は
確
認
、
工
場
設
備
其
川
町
他
の
一
肌
利
精

進
施
設
に
蹴
す
る
要
求
、
解
雇
退
職
手
常
確
定
又
は
増
街
、
解
雇
反
艶
又
は
解
雇
者

ω復
職
、
争
議
に
闘
す
る
犠
牲
者
を
出

Z
Y
る
こ
と
、
監
督

者
の
排
斥
、
賃
銀
支
抑
要
求
、
休
業
反
射
、
休
職
手
常
の
支
給
又
は
増
額
、
其
の
他
等
で
あ
る
。

か
〉
る
形
態
を
以
て
現
は
れ
る
労
働
争
議
、

勢
働
争
議
が
共
の
原
因
の
何
た
る
か
に
よ
ら
や
、
常
に
企
業
に
劃
し
て
大
な
る
艇
掛
的
浪
費
を
悲
起
せ
し
め
る

忍
設
工
場
委
員
舎
と
企
業

第
附
十
二
容

仁〉

ノ、

第
大
統

:JL 
:JL 
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YOder， D.， Ib川崎 p.165・
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な
設
ヱ
場
委
員
曾
と
企
業

第
大
就
一

0
0

も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
共
の
大
き
さ
に
就
い
て
の
正
確
な
計
算
方
法
が
焼
却
し
て
ゐ
る
に
ち
不
拘
、
こ
れ
を
疑
ふ

第
四
十
二
巻

O 
ノ、

与
お
山
山
，
、
，
問
、
。

A
P
H
b
t

カ
銅
山

私
設
工
場
委
員
舎
は
、
捗
働
不
安
、
率
ゐ
て
は
帥
労
働
争
議
の
義
生
の
危
険
を
緩
和
、
解
消
す
る
に
就
い
て
、
如

何
な
る
作
用
を
な
す
も
の
で
あ
ら
う
か
。
宜
倒
に
就
い
て
、
ぞ
れ
の
正
確
な
る
具
睡
的
致
来
診
究
読
す
る
こ
と
は

組
め
て
岡
雑
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

と
〕
也
量
二
司
」

1
7〉
匝
民
主

r
t
E
よ
り
込
-7
、
η
5
1
4
羽
ι
r
R
h
r
政
務
よ

，此

UM--一
n
t
E
3
1
1
J
i
z小
編

2
と
距
叩

A
H
L
A
-
6
t
i
t
-
4
E
I
B
弓
7

る
積
極
酌
到
回
市
が
認
め
ら
れ
得
る
と
思
ふ
c

此
の
効
果
は
二
重
の
粍
路
に
於
い
て
現
は
れ
る
筈
で
J

の
る
。
郎
ら
、

一
つ
は
直
接
的
致
果
で
あ
り
、
他
は
間
接
的
数
果
で
あ
る
。

川
直
接
的
致
果
。

こ
れ
は
、
私
設
工
場
委
員
舎
が
、
直
接
に
盟
労
働
不
安
、
牽
ゐ
て
は
帥
労
働
争
議
の
原
因
を
排

除
解
消
せ
し
め
る
作
用
た
な
す
こ
と
に
基
〈
O

持
働
争
議
の
原
因
は
共
の
具
躍
的
形
態
よ
り
見
れ
ば
、
前
週
の
如

〈
複
雑
多
岐
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
更
に
一
層
根
本
に
立
蹄
っ
て
一
般
的
に
見
る
な
ら
ば
、
畢
覚
、
そ
れ
は
、
従

業
融
労
働
者
側
が
共
の
従
業
生
活
過
程
ぷ
於
い
て
懐
〈
所
の
希
望
乃
至
は
要
求
の
貧
現
せ
ら
れ
ま
る
こ
と
に
因
っ
て

生
や
る
彼
等
の
不
卒
、
不
満
に
崎
一
統
合
せ
し
め
ら
れ
る
。

尤
色
、
勢
働
争
議
の
中
に
は
、
従
業
蚊
労
働
者
側
が
持
つ
所
の
箇
冷
の
具
瞳
的
要
求
に
其
の
究
極
的
原
因
が
存
せ

宇
し
て
、
根
本
的
に
見
れ
ば
、
寧
ろ
一
般
に
世
舎
組
織
の
護
士
早
ぞ
目
的
と
す
る
こ
と
に
淵
源
す
る
種
類
の
も
の
も

あ
り
得
る
け
れ
ど
も
，
、
此
の
種
の
枇
労
働
争
議
の
こ
と
は
、
こ
冶
で
は
姑
〈
こ
れ
を
措
〈
。

勢
働
守
議
の
一
般
的
原
困
た
る
、
従
業
勢
働
者
側
の
不
卒
、
不
満
は
絶
封
的
性
質
の
も
の
と
相
封
的
佐
質
の
も

内閣統計局、勢働統計要質、昭和十年、 218頁o
Yodcr， D. lbid.， p. 110. 
SChwittau， G.， a. a. O. S. 78. 
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"， 

の
と
に
分
か
れ
る
の
で
あ
る
。

組
掛
的
性
質
の
も
の
と
い
ふ
の
は
、

一
定
の
具
腫
的
要
求
が
客
観
的
に
貫
現
せ
ら
れ
ざ
る
限
り
解
消
せ
ら
れ

5

る
場
合
の
不
平
不
満
で
あ
り
、
叉
相
劃
的
性
質
の
不
平
、
不
満
と
い
ふ
の
は
、
た
ー
と
へ
一
定
の
具
惜
的
要
求
刑
戸
賞
現

せ
ら
れ
な
く
て
も
、
従
業
持
働
者
側
炉
、
共
の
要
求
、
希
望
に
附
し
て
桓
待
主
脳
部
側
の
説
明
を
時
取
す
る
結
果
、

経
州
民
主
脳
部
側
の
立
場
に
於
け
る
事
情
を
認
識
す
る
に
至
る
に
困
っ
て
、
自
ら
解
消
緩
和
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

一
一
般
に
諸
め
得
る
知
〈
、
な
設
工
場
委
員
舎
の
施
設
は
、
粧
品
営
主
脳
部
と
従
業
勢
働
者
と
の
聞
に
て
相
互
の
事

怖
も
意
志
、
前
盟
、
要
求
撃
を
州
通
し
、
耐
払
引
の
立
以
‘
に
闘
し
て
相
互
聞
に
了
解
、
合
併
の
成
立
す
る
こ
ど
を
山

山
町
一
す
る
作
月
を
な
す
す
:
I~j(: 

J
-
i
i
;
f
:
!
L
 

I
!
!
i
l
;
-
;
;
'
 

事
告
二
一
昨
立
H
H
J
t
v
{
七

此
の
施
設
を
利
用
し
て
‘

ヰ
叫
川
山
仁

ム

i

)

;

、

ーコ収」
Y
パ4
し
じ
れ
u

〈
、
従
業
努
働
者
側
の
希
望
、
要
求
の
存
す
る
所
を
認
識
し
て
.
共
の
不
卒
、

不
満
の
版
図
を
未
然
に
、

或
は
早

期
に
除
去
、
乃
奈
は
軽
減
す
る
還
を
講
や
る
こ
と
が
出
来
る
。
叉
、
従
業
州
労
働
者
側
と
し
て
は
、
私
設
工
場
委
れ

舎
に
於
け
る
粧
岬
昨
日
主
脳
部
側
の
説
明
に
よ
っ
て
二
定
の
要
求
事
前
引
に
闘
す
る
経
管
主
間
部
側
の
立
場
を
理
解
し
、

共
の
結
果
、
要
求
事
項
の
客
観
的
立
現
を
見
な
く
て
も
、
不
一
卒
、
不
満
の
戚
情
服
態
に
入
る
の
を
防
ぎ
、
或
は
叉
、

私
設
工
場
委
封
舎
を
利
用
し
て
、

一
定
の
要
求
、
希
望
に
某
因
す
る
彼
等
の
群
集
的
不
卒
、
不
湖
一
か
未
だ
激
化
せ

ゴ
る
以
前
に
於
い
て
、
経
替
主
脳
部
川
を
誘
ふ
て
、
業
主
自
ら
積
極
的
に
共
の
要
求
事
項
の
宜
行
を
企
つ
る
や
う

に
助
成
す
る
こ
と
が
出
来
る
o

か
く
て
、

一
定
の
問
題
を
繰
っ
て
起
こ
句
得
ペ
き
従
業
努
働
者
側
の
不
一
午
、
不
満

が
或
は
未
然
に
防
止
せ
ら
れ
、
或
は
叉
、
ぞ
れ
が
叫
労
働
争
議
の
惹
起
に
迄
激
化
せ
し
め
ら
れ
ぎ
る
以
前
に
於
い
て

私
設
工
場
委
員
舎
と
企
業

第
四
十
二
巻

一O
大

第
六
披

O 



な
設
工
場
委
良
舎
と
企
業

第
六
放

第
間
十
二
巻

一O
六
問

O 

早
期
に
解
消
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
に
就
い
て
‘
私
設
工
場
委
UH舎
が
有
意
義
な
る
作
用
を
磯
揮
し
得
る
こ
と
を
認

め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
/
ら
う
。

帥
労
働
争
議
の
原
因
を
成
す
事
項
の
多
種
め
る
中
に
て
、
賃
銀

er繰
っ
て
成
立
す
る
も
の
が
、
・
資
際
上
主
(
の
教
に

於
い

τ色
最
・
も
重
要
な
地
伎
を
十
日
め
て
ゐ
る
が
、
就
中
、

一
般
に
は
、
賃
銀
減
額
反
調
、

又
は
貫
録
増
相
要
求
に

同

屯》

Cf) 

、

設
も
た
P
4
る
切
作
一
i

j

守
た
る
O

J

:

;

l

f
『

J
i
i
ム

ー

一

i
e

一F
E
J
回‘
A
a
A
t
q
v
h
J
H
H羽
生

3
4』
、
J
門

M

和
也
rJt
昨
前
似
カ
羊

u
aき

J
品
交
仁
川
一
?-T34丸、
A13
リ
1v
ノ

ー

、

1
2
-
4
2
r
I
fを
平
川

t
t

叫

zhh'
〉
い
品
位
化

:
'
A
4
J
z
tー
に
ゴ
JF北
ι
i
u
ノ

司

、

!
l
l
ノ

E

U

私
女
U
4平
税
ド
」
士
L

る
主
a
H
W
Hえ
ド
ト
問
問

L
J
一同町
vtrし

従
業
勢
働
者
側
の
了
解
を
布
十
い
る
か
舟
に
、

然
ら
J
I
U
れ

ば
持
働
手
議
に
迄
導
き
た
る
べ
き
危
険
的
事
態
の
間
耐
な
る
牧
拾
に
成
功
し
仁
る
貨
例
は
、
米
岡
の
貨
際
的
粧
験

に
於
い
て
少
く
な
く
、
此
の
割
に
闘
す
る
私
設
工
場
委
員
舎
の
願
著
な
る
貢
献
は
、
此
の
施
設
を
設
け
た
米
闘
の

工
場
に
て
、
大
多
数
の
場
合
に
経
管
主
脳
部
側
が
こ
れ
を
承
認
し
て
ゐ
る
所
で
あ
ふ
ジ

(2) 

間
接
的
殻
呆
。

勢
働
争
議
の
発
生
が
現
貨
に
導
か
れ
る
に
は
、
翠
な
る
砂
働
不
安
の
存
住
の
外
に
、
一
見

に
一
定
の
客
観
的
前
提
候
件
の
加
は
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
共
の
前
提
傑
件
の
中
に
、
重
要
契
機
と
し
て
持
働

者
組
織
の
問
題
、
持
働
若
の
数
及
♂
集
同
の
規
模
の
問
題
、
得
働
者
間
の
連
帯
的
精
神
及
び
規
律
の
問
題
、
用
す
議

群
に
卦
す
る
資
金
供
給
の
問
題
、
争
議
群
の
統
率
及
び
戦
術
の
問
題
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
・
}
と
冊
、
此
の
場
合
に
特

に
重
要
な
意
義
を
有
す
る
知
で
め
る
。
蓋
し
、
右
の
諸
僚
件
は
、
相
嘗
に
蹄
き
範
問
に
亘
ふ
り
て
、

一
産
業
部
門
或

は
一
職
業
部
門
ぞ
遮
ぬ
る
持
働
者
聞
の
結
合
組
織
、
印
ち
勢
働
組
合
が
成
立
し
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
始
め
て
充
足

せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
車
な
る
一
企
業
.

一
工
場
の
範
同
内
の
み
の
従
業
叫
労
働
者
の
集
岡
に
は
、
到
底
こ

Tead， Q. an<l Metca f， .H. c.， ]l)crsonel九riministrヨl.iOll，19:1.0， p. 428 
Vdtler， D.， Ihid.， pp. 106--10; 
内閣統計局、前掲、 218.
Mille， 1五.J.， llud.， p. 123 
GelDmill， P. F.， Ibid.， j>j>. 167--168 
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れ
を
期
待
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

然
る
に
、
私
設
工
場
委

H
は
、
恰
色
輩
に
一
工
場
乃
至
は
一
企
業
の
範
間
内
の
み
の
勢
働
者
の
結
合
瞳
営
可
能

な
ら
し
め
る
制
度
的
施
設
で
、
共
の
組
織
及
び
職
能
の
貼
か
ら
見
て
、
持
働
組
人
川
と
は
本
質
的
に
相
違
し
て
ゐ
る

も
の
で
あ
る
。
加
之
、
私
設
工
場
委
員
命
日
は
多
〈
の
場
合
に
、
其
の
設
置
主
動
者
た
る
粧
品
管
主
脳
部
の
意
固
か
ら

い
へ
ば
、
営
該
闘
係
工
場
の
従
業
叫
労
働
者
が
州
労
働
組
合
に
包
噂
さ
れ
る
に
至
る
の
を
防
止
せ
ん
と
す
る
賄
に
主
要

な
目
的
を
持
つ
℃
ゐ
ふ
。
而
し
て
、
此
の
目
的
の
質
調
は
、
賞
際
的
経
験
の
上
で
、
相
官
に
高
き
程
度
を
刊
似
て
賀

聾
さ
れ
て
ゐ
る
。

za九

a

晶、，，
P
E

，
I
l」

J

，刷、

1'J『
I
7
v川
山
川
〈
、
に
円
円
い
J
U

J

-

i

l

て

i

l

i
:
J
A
B
-
-ーー
~

一
利
引
叩
I
収
支
U
E
ー
も
は

州件働

4
i山
山
一
官
刊
引
の
伐
に
必
要
な
る
所
の
一
つ
の
一
五
宴
な
許
制
問

的
前
提
傑
件
の
充
足
合
阻
却
す
る
も
の
で
、

此
の
施
設
は
間
接
に
勢
資
問
衝
突
の
群
集
的

か
h

る
闘
係
か
ら
又
、

活
動
、
即
ち
帥
労
働
辱
議
の
後
生
の
危
険
を
緩
和
、
解
消
す
る
作
用
公
な
す
と
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。

結

冨

忍
設
工
場
委
員
舎
が
企
業
の
利
金
の
上
に
生

T
a殺
果
の
全
貌
を
明
か
に
す
る
に
は
、
無
論
此
の
施
設
が
企
業
の
利
盆
を
害
す
る
関
係
の
方
面

卸
ち
其
の
消
地
的
影
響
の
方
面
か
ら
の
考
察
を
色
併
せ
て
討
は
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
今
こ
〉
に
、
其
の
検
樺
的
影
響
の
方
面
か
ら
の

み
の
考
察
を
行
へ
る
雌
h
の
結
巣
か
ら
凡
れ
ば
、
忍
設
工
場
委
員
官
と
い
ふ
施
設
は
、
企
菜
の
利
盆
に
濁
し
て
相
蓄
に
大
な
る
助
成
的
作
用
を
な

す
べ
き
一
一
回
含
有
す
る
色
の
で
ゐ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

忍
訟
工
場
妥
員
曾
と
企
業

第
六
時
現

O 

第
四
十
二
巻

一O
六
五

Scbwittau， G.， a. a. O. SS. 79--80・
nou~la:;. P. II. Shopcommittees， (in tbe Journal of PoHtical Econo旧y，1921. 
No・2.P・92.)
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